
令和元年度 依存症民間団体支援事業報告 

 

団体名 公益社団法人日本精神保健福祉士協会  

事業名 「アルコール健康障害・薬物依存症・いわゆるギャンブル等依存からの

回復のための社会資源等の地域偏在にも対応しうる地域ネットワーク

構築にむけたソーシャルワーク人材の養成」研修  

 

 

＜活動内容の概要＞ 

社会問題として一層の深刻度を増している、貧困、ＤＶや虐待、介護保険や性

差別、労働問題、司法課題、自死問題等々への手立てとも関連して、アルコール

健康障害・薬物依存症・いわゆるギャンブル等依存からの回復に向けた社会資源

の充実、地域ネットワークの構築、支援者の資質向上は、我が国のどの地域にあ

っても等しくあるべきである。これらのことは、依存症患者とその家族の生活課

題を包括的に支援するための地域特性を踏まえたソーシャルワーク人材による

基盤づくり及び連携・協働の体制整備には、早急に着手すべきことを示唆してい

るため、大きく以下３点の活動を行った。 

 

・大都市圏に比べて、社会資源の偏在、マンパワーが不足していることから資源

開発が必要な地域、及び社会資源が多いながらも地域ネットワークの構築を

目指す取り組みが求められる地域から２地域を選定し、委員会メンバーを派

遣して、インタビュー調査を実施した。また、調査により明らかにされた課題

を整理した。 

・ソーシャルワーカーの依存症関連問題に対する意識を喚起し、発見の機能や積

極的な支援を目指せることを意図した事例検討型シンポジウム及びグループ

ワークによる研修（以下「研修」という。）を企画した。研修開催地として、

研鑽の機会に恵まれない地域において格差を是正することに配慮し、東北地

方から宮城県仙台市、九州地方から福岡県福岡市で開催した。 

・「依存症及び関連問題へのソーシャルワーク支援を、あたりまえのものにする

ために」という開催主旨を掲げて、ソーシャルワーカー関係団体の一般社団法

人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会、公益社団法人日本医療

社会福祉協会、公益社団法人日本社会福祉士会、特定非営利活動法人日本ソー

シャルワーカー協会の４団体に参加を呼びかけ、意見交換会を２回開催した。 

 

 

 



＜事業の成果＞ 

・インタビュー調査においては、コミュニティが抱える課題に取り組む支援者支

援を軸に据えたソーシャルワーカーの実践に学び、あるいは社会的問題に深

く起因する依存症及び関連問題へのソーシャルワーク支援のあり方等々の課

題を検証した成果を獲得した。全国の地方都市の多くに共通して見られる社

会資源の偏在やマンパワー不足が顕著な地域におけるソーシャルワーク実践

の試み、また一方、社会資源の多い地域ならではのネットワーク構築における

課題を抱えるソーシャルワーカーの取り組み等々についての課題分析も深め

た。 

・研修においては、我が国のどの地域にあっても等しくあるべき依存症及び関連

問題の相談支援にかかわるソーシャルワーカー人材の養成と地域における回

復支援ネットワーク構築への大いなる一歩となった。参加者はグループワー

クやワークシートにより、各々の地域や職域ごとの現場実践において果たす

べき役割や課題を認識し得た。また、地方で開催することにより、身近な地域

での交流の機会ともなった。加えて、回復者からのメッセージでは、戻れない

過去を抱えながらも新たに創り出す生き方を見出す人の姿に、人としての真

摯な生き方を学び、伝えられる言葉とその行間から、ソーシャルワーカーとし

てのかかわりの質を高める知恵を見出した参加者も少なくなかった。なお、研

修修了者数は、宮城会場が 30名であり、福岡会場が 44名であった。アンケー

トで確認できた所属機関別割合としては、宮城会場では、病院・診療所等が

50％、行政機関が 16％、障害福祉サービス事業所等が 13％、高齢者対象施設

等が６％などであり、福岡会場では、病院・診療所等が 57％、障害福祉サー

ビス事業所等が 20％、行政機関が７％、高齢者対象施設等が３％などとなっ

ていた。次年度以降も、本事業による成果を生かし、さらなる内容の充実を図

るとともに、全国の地方都市等々での多様なかたちでの実施によって、全国各

地のソーシャルワーカーにとって等しく研鑚の機会を提供していきたい。 

・意見交換会においては、協議を重ねたことにより、依存症及び関連問題にソー

シャルワーカーが関わることの必要性については共有化され、次年度以降は

人材養成のための研修の在り方や、プログラムの在り方について研究会とし

て継続されることとなった。そのなかで「依存症及び関連問題に対するソーシ

ャルワーカーによる標準的な援助のための研修整備に向けたモデルプログラ

ム（仮称）」の開発と運用を目指したい。このことが切れ目のない社会福祉援

助プログラムの提供につながるために実践と研鑽を積み上げていきたい。 

  



＜宮城会場／講義＞ 

 
 

＜福岡会場／事例検討型シンポジウム＞ 

 
 



 

団体ホームページへのリンク 

http://www.japsw.or.jp/ugoki/hokokusyo/202003-addiction.html 

 

http://www.japsw.or.jp/ugoki/hokokusyo/202003-addiction.html

